
 

    テーマ             主な内容 

１ キリシタン史概要 

と前史 

1549 年以前のキリスト教の影響を含め、キリシタン史全体を概観

します。 

２ ヤジロウとザビエ

ルの来日 

ザビエルが、マラッカでヤジロウと出会い日本宣教を志した経緯

と２年強に亘る日本伝道の足どりを追います。 

３ 高山右近ら 

キリシタン大名 

キリシタン大名が果たした功罪と、その中でも、特に影響の大き

かった高山右近について学びます。 

４ 巡察師ヴァリヤー

ノと適応主義 

日本に宣教に来たザビエルとその後継者コスメデトルレス神父や

巡察師ヴァリヤーノが採った「適応主義」について学びます。 

５ イエズス会の教育

と信徒組織 

未だ「日本語聖書」が無い時代に、どのように伝道し、教育をし

て行ったのかを学びます。 

６ 秀吉の伴天連追放

令と迫害 

秀吉の九州平定以後、突如、宣教師追放が告げられます。いった

い、どんな理由があったのかを学びます。 

７ 鎖国と徳川幕府に

よる禁教 

キリシタンに対する組織的で徹底的な弾圧と、外国との交流を長

崎の出島に限る鎖国政策に至った経緯を学びます。 

８ 潜伏キリシタンと 

高札撤去 

九州長崎の一部や五島列島で、自分たちの信仰を隠しながら守り

続けてきた「潜伏キリシタン」について学びます。 

 



◇1549年8月15日鹿児島
上陸…中国のジャンク船にて

フランシスコ・ザビエル
コスメ・デ・トルレス神父
ジョアン・フェルナンデス

修道士
ヤジロウ

とその従者たち

◇キリシタン伝道の成果は、
ザビエルの信仰と人格、
情熱によるところが大き
い。



右 ヤジロウ
（アンジロー）
左 ザビエル

•薩摩の国の下級武士の出身だった
が、かつて自分が犯した大きな罪
（人を殺して日本にいられなく
なった）の赦しを求めて、マラッ
カのザビエルに会いに来た。

•ゴアの聖パウロ学院で教理を学び、
パウロ・デ・サンタ・フェという
霊名で、洗礼を受けた。

•ザビエルと共に鹿児島に上陸し、
ザビエルの通訳・案内役を務めた
が、ザビエルの上洛後、鹿児島に
残ったが、その後の消息は分から
ない。





リスボン

ゴア

マラッカ

1541年4月7日

1541年8月

1542年5月6日

モルッカ
1545年

1546年1月

1549年8月15日

鹿児島

1547年12月
ヤジロウとの出会

フランススコ・ザビエルの日本宣教

1549年8月15日から1551年11月まで2年3カ月日本宣教

東インド管区

モザンビーク



◆「このポルトガル商人たちとともに、ヤジロウと呼ぶ一人
の日本人が来ました。彼はマラッカから日本へ行ったポルト
ガル商人(ジョルジユ・アルパレス)が私のことを話したのを聞
いて、私を探してここまで来たのです。このヤジロウは、青
年時代に犯した罪についてポルトガル人に話し、こんな大き
な罪を主なる神に許してもらうための方法を求め、私に告解
したいと思ってマラッカに来たのでした。・・・彼はかなり
ポルトガル語を話すことができます。私が言ったことを理解
しましたし、私もまた彼の話が分かりました。」

◆「もしも日本人すべてがヤジロウのように知識欲が旺盛で
あるなら、新しく発見された諸地域のなかで、日本人はもっ
とも知識欲の旺盛な民族であると思います。このヤジロウは
キリスト教講義に出席した時に信仰箇条を書きました。また
教会へたびたび行って祈っていました。彼は私にいろいろな
質問をしました。彼は知識欲に燃えていますが、それは非常
に進歩するしるしであり、また短時日のうちに真理の教えを
認めるに至るでしょう」



◆「マラッカの町にいた時、私がたいへん
信頼しているポルトガル商人たちが、重大
な情報をもたらしました。それは、つい最
近発見された日本と呼ぶたいへん大きな島
についてのことです。彼らの考えでは、そ
の島で私たちの信仰を広めれば、日本人は
インドの異教徒には見られないほど旺盛な
知識欲があるので、インドのどの地域より
も、ずっとよい成果が挙がるだろうとのこ
とです。」
（1548年1月20日、コーチンから

ローマに宛てた手紙）



ロヨラと同室
大転機

イエズス会結成

インド・ゴア到着

ヤジロウと出会う

鹿児島到着



IHS Iesus Hominum Salvator
人々の救世者イエスス

旧南蛮寺の鐘 イエズス会の紋章
京都市 妙心寺春光院 保存

イエズス会

1534年8月15日、イグナティウス・
デ・ロヨラとパリ大学の学友だったザ
ビエルら6名の同志がパリ郊外のモン
マルトルの丘の修道院に集まり、「モ
ンマルトルの誓い」を立てた。清貧・
貞潔とともに「エルサレムへの巡礼と
同地での奉仕、それが不可能なら教皇
の望むところへどこでもゆく」という
誓い。

イエズス会は「神の軍隊」、イエズス
会員は「教皇の精鋭部隊」とも呼ばれ、
軍隊的な規律で知られる。

イエズス会のモット―
「より大いなる神の栄光のために」
（Ad Majorem Dei Gloriam）AMDG





ザビエルの日本での足どり

鹿児島（1549年） 平戸（1550年） 山口 京都
（1551年） 山口 府内（大分） インドのゴアへ
（1551年11月）



鹿児島・島津貴久

• 布教を許された期間に、サビエルはおよそ
150人の人たちに洗礼を授けた。

•ザビエルは、信仰問答を好んで使用した。

（忍室和尚との問答など・・・）

• 僧侶たちの反発が非常に激しくなり、反乱さ
えも起こすほどの勢いになったために、布教禁
止。

• サビエルは、ほぼ1年後に鹿児島を後にして
いる。



山口での伝道⇒日に2回の路傍説教

⇒２カ月で５００人に洗礼
⇒盲目の琵琶法師 ロレンソ了斎
が救われた



盲目の琵琶法師 ロレンソ了斎
1526年、現在の平戸市にて生まれる。
生まれつき片目が見えずもう一つの目
もぼんやりとしか見えず、琵琶法師と
して生計を立てていた。
1551年、山口の街角でフランシスコ・
ザビエルに出会う。街角で説教するザ
ビエルに自身の疑問をぶつけザビエル
の回答を聞く中で、キリスト教の教え
を理解し洗礼を受けてロレンソという
洗礼名を受けた。ザビエルらが、何万
キロも離れた外国から様々な危険や困
難を冒して日本にやって来て、何一つ
現世の利益を求めるでもなく、人々の
霊魂の教化という唯一の目的のために
働いていることに感動して、自分も神
に仕えるため、教会のために全生涯を
捧げる決心をした。



ポルトガルから来た宣教師が、織田信長に謁見するとき、ロレンソは、
通訳としてついて行きました。信長は、いくつか質問をしました。
「お前たちはどこから来たのか。」「はい、ポルトガルです。」「で
はポルトガルとはどこにあるのか。」「はい、ここです。」と言って、
宣教師は、地球儀を指さしました。「日本に来るのにどれぐらいか
かったか。」「はい、2年半です。」「日本に来た目的は何なのか。」
「はい、キリストを述べ伝えることです。」

その時、突然、信長が声を荒げました。「嘘を付け！そんなことのた
めに遠い国からやって来るはずがない。お前たちは日本の宝を盗むた
めにやってきた泥棒に違いない！」

通訳をしていたロレンソは、こう答えました。「お方様のおっしゃる
通りです。私どもは日本の宝を盗むために来ました。但し、その宝と
は金銀財宝ではありません。日本人の魂です。今、日本人は死と死後
の裁きの手にがっちりつかまれています。私どもは、この死の手から
日本人の魂という宝を神の手に連れ戻し、盗み出す泥棒でございま
す。」信長はその答えを聞いて、感動し、伝道を許可したと言われて
います。



ロヨラと同室
大転機

イエズス会結成

インド・ゴア到着

ヤジロウと出会う

鹿児島到着



フランシスコ・ザビエルの日本滞在は
僅か2年3カ月

その後の働きは・・・
コスメ・デ・トルレス神父
ジョアン・フェルナンデス修道士
ロレンソ了斎
らに引き継がれて行く

神の摂理による出会いと信仰継承



ローマ10:15 

遣わされることがなければ、どのよ
うにして宣べ伝えるのでしょうか。
「なんと美しいことか、良い知らせ
を伝える人たちの足は」と書いてあ
るようにです。
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